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新
年
あ
け
ま
し
て

      

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
加
盟
組
合
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の

県
労
連
運
動
への
ご
協
力
に
感
謝
を
し
、

新
た
な
年
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
良
い
年

に
し
よ
う
と
役
員
一
同
決
意
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。

　 

昨
年
は
、
衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
義
な
き
解
散
、
大
義
な
き
合

流
。
そ
の
よ
う
な
中
で
野
党
共
闘
の
大

義
が
貫
か
れ
ま
し
た
。

　 

そ
の
大
義
は
、
日
本
国
憲
法
の
制
定

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
大
義
で
あ
り
、
権

力
の
暴
走
を
憲
法
で
縛
る
と
い
う
立
憲

主
義
と
い
う
普
遍
の
大
義
で
も
あ
り
ま

す
。

　 

野
党
共
闘
つ
ぶ
し
を
高
知
を
は
じ
め
、

北
海
道
、
新
潟
な
ど
多
く
の
選
挙
区

で
跳
ね
返
し
ま
し
た
。

   

高
知
で
は
、
一
区
、
二
区
で
野
党
共

闘
候
補
を
実
現
し
、
二
区
で
は
勝
利

し
、
一
七
年
間
に
及
ぶ
衆
議
院
小
選
挙

に
お
け
る
自
民
党
独
占
を
打
ち
破
り
ま

し
た
。

　 

今
年
は
、
憲
法
９
条
改
正
を
め
ぐ
る

「
草
の
根
」
対
決
の
年
に
な
り
ま
す
。
最

後
は
、
国
民
世
論
が
勝
負
で
す
。

　 

昨
年
六
月
に
強
行
さ
れ
た
共
謀
罪
反

対
の
た
た
か
い
で
は
、
県
内
の
大
学
人
や

宗
教
者
も
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
正

に
、
「
神
を
信
じ
る
者
も
信
じ
な
い
者

も
」
手
を
つ
な
ぎ
、
民
主
主
義
と
言
論

の
自
由
を
守
る
大
き
な
闘
い
と
な
り
ま

し
た
。

　 

今
年
の
通
常
国
会
で
は
、
憲
法
問
題

と
同
時
に
「
働
き
方
改
革
」
が
、
焦
点

に
な
り
ま
す
。
「
人
づ
く
り
革
命
」
、

「
生
産
性
革
命
」
と
い
う
言
葉
が
躍
っ
て

い
ま
す
。

　 

前
者
の
革
命
で
は
、
教
育
の
無
償
化

県労連　田口執行委員長

が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
後
者

の
革
命
と
関
連
さ
せ
る
と
「
人
材
づ
く

り
革
命
」
と
言
え
る
も
の
で
す
。
企
業

に
死
ぬ
ま
で
奉
仕
さ
せ
る
人
材
作
り
で

す
。

　 

言
葉
で
印
象
操
作
し
、
国
民
を
目
く

ら
ま
し
に
合
わ
せ
、
更
に
、
憲
法
改
正

に
ま
で
つ
な
げ
る
そ
う
い
う
ね
ら
い
が
見

え
隠
れ
し
ま
す
。

　 

生
活
保
護
費
の
最
大
五
％
の
カ
ッ
ト
を

打
ち
出
し
な
が
ら
、
全
世
代
型
福
祉
を

恥
ず
か
し
げ
も
な
く
主
張
し
て
い
ま
す
。

教
育
の
無
償
化
の
言
葉
と
は
反
対
に
、

貧
困
の
連
鎖
を
助
長
す
る
も
の
で
す
。

　 

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
問
題
も
そ
う
で

す
。
小
学
生
、
保
育
園
児
ま
で
巻
き
込

ん
で
「
ミ
サ
イ
ル
対
処
訓
練
」
を
行
わ

せ
、
結
果
と
し
て
自
衛
隊
の
防
衛
装
備

品
の
高
額
大
量
購
入
。
一
基
一
千
億

円
を
超
え
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ワ
を
二
基
も

購
入
す
る
。
運
用
時
期
は
二
〇
二
三
年

で
す
。

　 

そ
の
年
に
北
朝
鮮
と
い
う
国
が
存
在

す
る
の
か
、
そ
う
な
れ
ば
、
日
本
と
い

う
国
が
今
の
形
で
存
在
す
の
か
、
そ
う

い
う
危
険
な
局
面
に
あ
り
ま
す
。
や
る

べ
き
こ
と
は
、
戦
争
に
さ
せ
な
い
こ
と
で

す
。
「
平
成
の
開
戦
日
」
を
作
り
出
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　 

安
倍
九
条
改
憲
阻
止
の
三
〇
〇
〇
万

署
名
大
対
話
運
動
を
す
す
め
、
安
倍

政
権
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
騙
さ
れ
な
い
知
恵

と
行
動
の
年
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
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３
月
　

全
国
一
斉

　
　
　
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
高
知
市
と
須
崎
市
の
２
ヵ
所
で

取
り
組
み
、
合
計
１
０
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
　

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
ス
タ
ー
ト

　
　              

（い
の
町
長
と
）

様
々
な
分
野
で
共
同
が
実
現

　

安
保
関
連
法
廃
止
を
出
発
点
に
、
オ
ス
プ
レ
イ
、
原
発
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
な
ど
様
々
な
分
野
で
共
同
が
実
現
し
ま
し
た
。
７
月
の
参
議

院
選
挙
で
は
、「
野
党
統
一
候
補
」
が
誕
生
し
、
そ
の
流
れ
は

衆
議
院
選
挙
へ
。
安
倍
内
閣
が
推
し
進
め
る
悪
政
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
る
強
い
労
働
組
合
を
今
後
も
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

４
月

憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
衆
議
院
選
挙
政
策
発
表

　
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
衆
議
院

選
挙
へ向
け
、
４
つ
の
柱
と
２
３

項
目
の
政
策
を
発
表
。

３
月

労
働
者
契
約
法
・
学
習
会

５
月

共
謀
罪
反
対
の
宣
伝
行
動

　
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
に
結
集
し
、

共
謀
罪
の
強
行
に
反
対
す
る
自

民
党
県
連
前
で
の
宣
伝
行
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

2017年を振り返る
２０１８年 「新年号」 特別企画

２
月

春
闘
学
習
「
経
営
分
析
の
イ
ロ

ハ
と
組
合
活
動
」

１
月
　

新
春
旗
び
ら
き

５
月

高
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー

　
高
知
市
中
央
公
園
に
９
０
０
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。

５
月
　

四
国
地
区
協

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
要
請

　
全
労
連
四
国
地
区
協
議
会
が

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
、
４
県
の
賃
金
室
長
と
の
合

同
要
請
を
実
施
し
ま
し
た
。

４
月

太
平
洋
学
園
で
の
出
前
授
業

　
田
口
委
員
長
が
講
師
と
な
っ

て
、
「
こ
れ
か
ら
働
く
あ
な
た

へ」と
題
し
て
出
前
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
（今
回
で
５
回
目
）
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７
月
　

最
低
賃
金
引
上
げ
に
よ
る

　
　
　
　
経
済
波
及
効
果
を
調
査

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
地

域
経
済
へプ
ラ
ス
の
効
果
を
与
え

る
と
い
う
結
果
を
発
表
。

８
月

最
賃
審
議
会
で
意
見
陳
述

　
最
賃
の
引
き
上
げ
に
よ
る
経
済

波
及
効
果
に
つ
い
て
陳
述
。

６
月

原
水
爆
禁
止
平
和
大
行
進

　
広
島
県
へ向
け
て
進
む
平
和
行

進
は
、
愛
媛
県
か
ら
高
知
県
、

そ
し
て
徳
島
県
へ引
き
継
が
れ
ま

し
た
。

９
月

第
３
０
回
定
期
大
会

　
定
期
大
会
の
中
で
、
衆
議
院

選
挙
方
針
を
決
定
し
、
新
年
度

役
員
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

９
月

地
域
の
経
営
者
と
懇
談

　
最
賃
引
き
上
げ
に
よ
る
経
済

波
及
効
果
に
つ
い
て
、
地
域
で
奮

闘
す
る
経
営
者
の
皆
さ
ん
や
、

経
営
者
協
会
な
ど
と
懇
談
。

（サ
ニ
ー
マ
ー
ト
中
村
社
長
と
）

６
月

共
謀
罪
廃
案
・
自
動
車
宣
伝

　
中
央
公
園
に
１
８
台
の
宣
伝

カ
ー
が
結
集
し
ま
し
た
。

１
２
月

あ
っ
た
か
村
・
何
で
も
相
談
会

　
９
年
目
を
迎
え
た
相
談
会
は
、

弁
護
士
な
ど
８
０
名
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
１
５
件

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

１
０
月

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
国
保
の
県
単
位
化
や
地
域
医

療
構
想
で
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

１
０
月

野
党
統
一
候
補
誕
生

　

憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
１
区
で

日
本
共
産
党
公
認
の
松
本
顕
治

さ
ん
、
２
区
で
無
所
属
の
広
田

一
さ
ん
と
合
意
確
認
書
を
交
わ

し
、
そ
れ
を
評
価
す
る
形
で
共

産
党
、
社
民
党
、
新
社
会
党
が

野
党
統
一
候
補
必
勝
に
全
力
を

挙
げ
る
と
の
協
定
を
結
び
、
こ

れ
に
よ
っ
て
、
１
区
と
２
区
で
野

党
統
一
候
補
が
誕
生
し
ま
し
た
。

北
部
ユ
ニ
オ
ン
・
ス
ト
ラ
イ
キ

　
自
交
総
連
北
部
ユ
ニ
オ
ン
は
、

勤
務
体
制
の
改
善
を
求
め
２
日

間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
ま
し

た
。
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
取
材
に

訪
れ
、
注
目
の
高
さ
が
う
か
が

わ
れ
ま
し
た
。

７
月
　

憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン

市
民
と
野
党
の
討
論
会
開
催

　
民
進
党
、
共
産
党
、
社
民

党
、
新
社
会
党
の
４
野
党
が
結

集
し
、
政
策
討
論
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
２
月
８
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
０
４
号
の
答
え
は
「
ジ
ョ
ヤ

ノ
カ
ネ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以

下
の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

【
当
選
者
】

　
※
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の

都
合
上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

戸
田　

千
秋　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

和
田　

聖
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

青
木　

美
千
代　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
全
法
務
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

【ヨコのカギ】

①○○とキリギ

リスの説話　③

雨 は ― ― に

なったがまた小

降りに　⑤結婚

したて　⑦○○

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
悪
行
か
ら
○

○
を
洗
う
　
②
―
―
応
変
　
③
○

○
を
つ
め
懸
命
に
働
く
　
④
二
股

新年の抱負
「年男･年女」

に
分
か
れ
た
手
袋
　
⑥
講
座
の

―
―
と
し
て
話
す
　
⑧
事
後
―
―

を
報
告
　
⑨
ア
ル
バ
イ
ト
の
略
　
⑪

―
―
は
上
々
　
⑬
バ
ッ
ト
が
○
○
を

切
る
　
⑮
音
読
み
と
○
○
読
み

壮大　⑧箱根の山

は天下の○○　⑩

詳細。 ――に検

討する　⑫○○同

音に発する　⑭お

どかし。――射撃

　⑯当選と落選

　
い
つ
も
元
気
で
明
る
い
・
・
・
と
思
わ
れ
が
ち
な
私
で

す
が
、
そ
れ
は
ち
が
い
ま
す
。

　
昨
年
３
月
、
退
職
す
る
頃
は
「
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
」
の

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
様
な
状
態
で
し
た
。

今
回
は
お
二
人
か
ら
新
た
な
年
へ
の
決
意
を
表
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
度
こ
そ
サ
ラ
ッ
と
獲
り
た
い
金
メ
ダ
ル

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

紅
白
の
ト
リ
の
後
に
は
野
鳥
の
会

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

おたよりの紹介

〇全労連とベトナム労働連合が定期交流を行っているなん

て、 びっくりしました。 どこの国にも労働問題があることを改

めて考えました。 県国公 （M ・A）

〇 「国民大運動 ・ 県への要請」 うれしく読みました。 「公立

保育所の臨時職員の雇用中断については、 なくすべきとい

う方向で対応していきたい」 という回答に、 早く改善してほし

い。 自治労連 （M ・K）

〇教育長への要請について、 保育士不足はほんとうに深刻

です。 面倒な処遇改善は事務量増大に保育園も市町村も

苦労しています。 単純明快、 大幅な処遇 ・ 給与アップにし

てもらえないものかと…質の向上は賃金アップについてくるも

のです！！自治労連 （S ・ W）

○勉強していかないと、 とんでもない事が起きる、 とつくづく

思います。 機関紙はいい教材です。 自治労連 （R ・ M）

夜
帰
宅
い
や
さ
れ
る
の
は
こ
の
寝
顔

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
（石
丸
虎
子
）

　
社
会
人
３
年
目
に
な
り
、
よ
う
や
く
仕
事
に
も

少
し
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
最
近
で
は
そ

れ
が
裏
目
に
出
て
、
書
類
を
溜
め
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
そ
ん
な
私
の
目
標
は
貯
金
で
、
抱
負
と
し
て

は
飲
み
会
を
２
週
間
に
１
度
に
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
胸
に
、
お
金
を
貯
め
て
も
、
書
類
は
溜
め

な
い
よ
う
に
２
０
１
８
年
は
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
年
は
６
０
才
。
還

暦
。
何
と
言
っ
て
も
健
康

第
一
。

し
か
し
そ
の
た
め
に
は
ア

ウ
ト
ド
ア
で
体
を
動
か
さ

ね
ば
・
・
・
。
フ
ィ
ー
ル

ド
は
畑
。
し
ろ
う
と
農
業

で
す
が
、
昨
年
は
小
玉
ス

イ
カ
、
キ
ビ
、
大
根
、
人

参
、
里
芋
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
も
や
り
ま
す
。

年金者組合

元県教組委員長　西山　潤さん

高知自治労連

三木　綾夏さん

書
き
初
め
は
改
憲
阻
止
と
大
書
す
る

　 

　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
（源
朝
光
）

み
な
飛
び
起
き
よ
改
憲
の
足
音
に

　 

　
　  

　
　
　
　
　
　
　         

　
（
源
朝
光
）


